神戸市長賞記念ローンボウルズ大会2012(秋季)
開催案内書 

主催：NPO法人ローンボウルズ日本　兵庫支部
主管：Aリーグ実行委員会
運営事務局：〒651-2225
神戸市西区桜ヶ丘東町2丁目5-10
森　紘一
　　　　　　　　　　　　　　TEL&FAX ：078-994-4399　

E-mail：hmori@hi-net.zaq.ne.jp



主催責任者　　　　　　　児島久雄（NPO法人ローンボウルズ日本　兵庫支部長）

運営事務局　　　　　　　合田洋子（NPO法人ローンボウルズ日本　兵庫支部副支部長）

大会責任者　　　　　　　森　紘一（Aリーグ実行委員会事務局）
総務委員長　　　　　     　　入江和俊（Aリーグ実行委員会委員）
競技委員長　　　　　　　奥田　昭（　　同上　　　　　）

競技委員　　　　　　　　佐藤正通、田中定春、魚住弘治、角田　信（　　同上　　　　　）



１）開催日： 
秋季の部　　2012年9月23日（日）

            　　　　　　※小雨決行

※受付開始は午前8時45分、大会開始は午前9時、終了は午後5時。
２）競技会場：

秋季の部　　明石市明石公園ローンボウル場　

明石市明石公園1-27　Tel.　078-912-7600　　

ホームページ　　http://www.hyogo-park.or.jp
３）競技内容：１チーム３名構成のトリプルズ戦で実施します。３名の内訳は男子ばかり、女子ばかり、男女混合のいずれでも構いません。
ゲームは一人３球の８エンド戦で行い、各チームが４ゲームを実施します。

各ゲームの対戦相手の決定方法ですが、第１ゲームのみは抽選により決定します（同一クラブからのチームはなるべく対戦しないように配慮します）。第２ゲームからは

勝ち抜き方式により対戦相手が決まります。すなわち、原則として勝ったチーム同士が対戦し、負けたチーム同士が対戦することになります（チーム数の関係で、一部不規則になるところも出ます）。従って、第２ゲームからは同一クラブからのチームが対戦することもありえます、また、敗者復活により同一対戦が再発することもありえます。

１ゲームごとに勝ちチームに２点、引き分けチームに１点、負けチームに０点が与えられ、４ゲームの総合得点で順位を決定します。総合得点が同じ場合は得失点差で順位を

つけます。

４戦全勝のチームは１チームしか出ないようになっていますので、ここが優勝となります。３勝１敗のチームは複数出るので、得失点差で順位が決まります。

ゲームのルールはNPO法人ローンボウルズ日本発行のルールブックによりますが、一部にローカルルールを摘用します。これらの詳細は大会当日に説明いたします。
４）参加資格および応募方法

　　　　本大会への参加資格は、ローンボウルズ競技経験のある方であれば居住地域や男女を問わず
どなたでも構いませんが、会場の都合上から、maxで１４チームまでを募集します。
　　　　応募は、チーム単位で別紙の申し込み用紙に所定事項を記載の上、運営事務局あてにFAX

またはE-MAILにてお送りください。応募期間は次の通りとします。
　　8月13日(月)～8月31日(金)の間

　　　　　　なお、先着予定チーム数に達した場合は応募期間終了前でも締め切りいたします。
　　　　　　原則として同一クラブからの応募は3チームまでとします。

　　　　　　混成チームも可とします。但し一人でも入っている場合はその所属クラブからは１チームが出たもの

　　　　　　としてカウントします。

５）参加費： BJ加盟会員の場合1チーム　2,400円　　（会場使用料および賞品代に充当）

　　　　　　　　　BJ非加盟会員の場合1チーム　3,600円　

　　　　　　　　　当日朝の受付けにて申し受けします。

６）賞：＜優勝＞　トロフィー（持ち回り）および表彰状、副賞
　　　　　　＜準優勝・第三位＞　表彰状および副賞
＜ブービー賞＞
７）服装その他：

服装はスポーツに適したものを着用してください。

シューズはコートの芝を損傷しないよう、靴底の平らなものをご用意下さい。

ボールはハウスボールの貸出しも可能です。

ゲームは長時間にわたり連続して行われますので、水分の補給が出来るように水筒などを

携帯してください。

８）選手の変更
○　選手を変更する場合は、当日開会式までに必ず競技委員長に通知して下さい。
○　競技開始後の選手変更は、原則として認められません。

9） 昼食弁当の申し込み：
会場には、５分くらいの距離のところに食堂もありますが、

　　　　　　混雑していることがあるので、出前弁当（約７００円）の申し込みを推奨します。

　　　　　　希望者は、事前に参加申込み書の弁当申し込み欄に記入してください。


受    付： 8:45～9:00
開 会 式： 9:00～9::25   開会の辞　　主催責任者、大会責任者
競技説明　　競技委員長　

組合せ抽選
競技開始： 9：30～

　　　　   　第1ゲーム  9:30～11:00       
  第2ゲーム  11:00～12:30
     昼食　　：　12:30～13:00

　　　　   　第3ゲーム  13:00～14:30  
           第4ゲーム  14:30～16:00
表彰式および閉会式： 16:00～17:00


１）
２）ロールアップ（試投）は、第１試合の一人2球往復のみとし、第２試合以降はなしとします。

３）試合開始に先立ち、トスに勝ったチームはジャックおよび初球を投げる権利を自チームが

　　取るか、相手にゆずるかを選択できます。ゆずられた相手は拒否できません。

　　次エンドからは、前のエンドを勝ったチームが同様に選択可能とします。ゆずられた

　　相手チームは拒否できません。

４）競技中にジャックがサイドラインを越えたり、エンドディッチを飛び越えてデッドとなった

　　場合も、ジャックを所定の位置に置きなおしてゲームは続行します。

　　　エンドディッチを飛び越えた場合：ディッチから２ｍのセンターライン上（いわゆるＴ点）

　　　右（左）サイドラインを越えた場合：Ｔ点から右(左)1.5mの位置

５）ヘッド（前方のボウルの状態）を見に行けるのは、スキップの最終球の前のみとします。
6) ゲームの終了後、両チームのスコアカードに各チームのスキップが署名し、競技委員に提出　　　

します。

７）その他の注意事項を、「アンパイアーからのお願い」として以下に記載しております。

　　よくお読みの上　励行をお願いします。

「アンパイアからのお願い」
＊ジャック側にいる人が立つ位置

　・ジャックの位置より少なくとも1.5m〜2m以上後方に立って下さい。

・ジャックがディッチに近いかもしくはディッチの中にあるときはバンクの上に立って下さい。

＊投球者への指示について

　・投球者への指示、もしくはボウルの状況を口答で伝える場合、必ず次の投球前に行って下さい。自チーム選手の投球したボウルが停止し、相手チームの投球者が投げる準備をはじめたら、ジェスチャーのみとして下さい。（自チームの投球者が投球位置に着いてからボウルが停止するまでが自チームのイニングです。）

＊タッチャーボウル

· タッチャーボウルにはチョークまたはマーカーでマークして下さい。

＊ジャックの最低距離
・ジャックの距離が最低距離（23m）に満たないと判断したときはアンパイアに確認して下さい。メジャーで測ります。

＊観覧者の態度
・観覧者は、ゲーム中のプレイヤーに話しかけたり、指示などをしないようにして下さい。また、ゲームを行っている近くで大声で話すことはご遠慮ください。

＊マーカー

・各試合にマーカーはいません。すべてセルフジャッジで進行して下さい。

・得点判定などに問題があればアンパイアが最終判定を行います。

・スコアはエンド終了毎に確認して下さい。

・試合結果は双方のスキッパーが確認し、サインをして最終結果とします。

＊双方のリードがジャックを投げ損なった場合

・再投球はせず、ジャックは前方のディッチから２ｍの地点に置き、マット位置はそのエンド先攻チームの任意の場所とします。

＊マット位置

· 後方のディッチより２ｍ以上、前方のディッチより２５ｍ以上の範囲の任意の位置に置いて下さい。第１エンドより可。

神戸市長賞記念ローンボウルズ大会2012（秋季の部）参加申込書

クラブ名：　　　　　　　　　　　　　申し込み日：　　　　　　　　　　　

クラブ代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者連絡先：
TEL：                              FAX　　　　　　　　　　　           

Ｅ-mail：　　　　　　   　　　　　　＠　　　　　         　　　　　　　
	　
	参加者氏名（ふりがな）
	弁当

	チームA
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最終順位決定方法


１．ゲームの勝敗によるポイント（勝者2、引き分け1、敗者0）


２．同勝ち点の場合、以下の規定順によって上位者を決めます。


-1．得失点差の多い方を上位とする。


-2．総得点の多い方を上位とする。


-3．獲得エンド数の多い方を上位とする。


-4.  直接対決の勝者を上位とする。








競技方法詳細





大　会　役　員








開　催　要　項
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